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（３）近年の自殺者数の特徴 

（コロナ前(H27～R 元)とコロナ禍（R2～R5）の比較） 

複数回の緊急事態宣言が発出された令和 2 年から令和 3 年を経て、令和

4 年 3 月 21 日には、それまで発出されていた「新型コロナウイルス感染症

まん延防止等重点措置」が全面解除となりました。また令和 5 年 5 月には、

新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが、「2 類感染症」から「5

類感染症」へ移行しました。感染者や濃厚接触者の外出制限がなくなり、

屋内で着用を推奨されてきたマスクの着用も自己判断となるなど、徐々に、

新型コロナウイルス感染症拡大前の日常生活が取り戻されてきたように感

じられます。 

 ここでは、新型コロナウイルス感染症拡大前の 5 年間（平成 27 年から令

和元年。以下、「コロナ前」という）と、コロナウイルス感染症拡大以後の

4 年間（令和 2 年から令和 5 年。以下「コロナ禍」という）を比較します。

なお、コロナ禍については、感染拡大傾向にあった令和 2、3 年を「コロナ

禍前半」、日常生活上の制限が徐々に減っていった令和 4 年から 5 年を「コ

ロナ禍後半」とします。 

 

 

①年代別自殺者数の推移（全国） 

全国の年代別自殺者数をみると、多少の増減はありつつも、総数ではほ

ぼ横ばいの状況です。年代別に見ると、コロナ前からコロナ禍後半まで、

20 歳未満で自殺者数が増加しています。また 20 代は、コロナ禍前半に増

加し、コロナ禍後半も横ばい状態となっています。50 代や 80 歳以上では、

コロナ禍後半に自殺者数が増加しています。 

【全国の男女別コロナ前とコロナ禍の比較】                                    （単位：人） 

  20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 不詳 計 

H27-R1 

平均 

男 387.2 1,588.0 2,004.0 2,641.4 2,609.8 2,308.0 1,924.4 1,324.4 51.6 14,838.8 

女 190.0 607.0 715.8 997.6 1,001.0 1,039.4 1,108.8 950.2 7.0 6,616.8 

計 577.2 2,195.0 2,719.8 3,639.0 3,610.8 3,347.4 3,033.2 2,274.6 58.6 21,455.6 

R2,R3 

平均 

男 445.0 1,672.0 1,809.0 2,466.5 2,399.5 1,781.0 1,883.5 1,358.5 35.0 13,850.0 

女 317.5 866.5 750.0 1,073.0 1,083.5 912.0 1,110.5 895.5 5.0 7,013.5 

計 762.5 2,538.5 2,559.0 3,539.5 3,483.0 2,693.0 2,994.0 2,254.0 40.0 20,863.5 

R4,R5 

平均 

男 446.0 1,624.5 1,816.0 2,610.0 2,865.0 1,872.0 1,900.5 1,513.5 26.0 14,673.5 

女 356.0 860.5 730.5 1,002.0 1,239.5 878.5 1,034.5 909.0 6.0 7,016.5 

計 802.0 2,485.0 2,546.5 3,612.0 4,104.5 2,750.5 2,935.0 2,422.5 32.0 21,690.0 
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②職業別自殺者数の推移（全国） 

全国のコロナ前とコロナ禍の職業別自殺者数を比較すると、コロナ前か

らコロナ禍後半に至るまで、有職者、学生・生徒等の自殺者数が増加して

います。 

コロナ禍前半とコロナ禍後半を比較したところ、前述の有職者や学生・

生徒等に加え、失業者、年金・雇用保険等生活者が、コロナ禍後半に増加

しました。特に失業者では、2 倍近く増加しています。 

 

【全国の職業別コロナ前とコロナ禍の比較】                                  （単位：人） 

  有職者 

無職者 
学生・ 

生徒等 
不詳 計 

主婦 失業者 
年金・雇用保険 

等生活者 

その他の 

無職者 

H27‐R1 平均 7,897.8 1,230.2 764.6 5,574.6 4,834.4 824.2 329.8 21,455.6 

R2,R3 平均 7,945.0 1,147.5 621.0 5,021.5 4,784.5 1,032.0 312.0 20,863.5 

R4,R5 平均 8,671.5 1,110.5 1,162.5 5,905.0 3,345.5 1,038.0 457.0 21,690.0 

  

 

     ③年代別自殺者数の推移（北九州市） 

本市におけるコロナ前とコロナ禍の自殺者数を比較すると、総数はコロ

ナ禍後半に増加しています。世代別にみると、20 歳未満と 20 代の若年層

についてはコロナ禍前半に増加し、それ以外の世代はおおむねコロナ禍後

半に増加しています。 

 

【北九州市の男女別コロナ前とコロナ禍の比較】                            （単位：人） 

  20 歳未満 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 不詳 計 

H27-R1 

平均 

男 3.6 11.4 14.4 21.2 18.8 18.6 18.2 14.8 0.0 121.0 

女 1.6 4.6 4.6 7.2 9.6 7.2 7.0 6.4 0.0 48.2 

計 5.2 16.0 19.0 28.4 28.4 25.8 25.2 21.2 0.0 169.2 

R2,R3 

平均 

男 3.5 15.5 12.5 16.5 20.5 14.0 16.5 7.0 0.0 106.0 

女 2.5 8.0 8.0 12.5 8.0 5.5 8.0 7.5 0.0 60.0 

計 6.0 23.5 20.5 29.0 28.5 19.5 24.5 14.5 0.0 166.0 

R4,R5 

平均 

男 2.5 10.5 17.5 26.0 24.0 16.5 17.0 17.5 0.0 131.5 

女 2.5 5.0 7.5 9.5 11.0 10.0 7.5 9.0 0.0 62.0 

計 5.0 15.5 25.0 35.5 35.0 26.5 24.5 26.5 0.0 193.5 
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④職業別自殺者数の推移（北九州市） 

本市におけるコロナ前とコロナ禍の職業別の自殺者数を見ると、コロナ

前からコロナ禍後半まで、有職者の自殺者数は増加しています。コロナ禍

の前半と後半で比較したところ、前述の有職者に加え、主婦、失業者、年

金・雇用保険等生活者が、コロナ禍後半に増加しています。 

 

【北九州市の職業別コロナ前とコロナ禍の比較】                            （単位：人） 

  有職者 

無職者 
学生・ 

生徒等 
不詳 計 

主婦 失業者 
年金・雇用保険 
等生活者 

その他の 
無職者 

H27-R1 平均 58.0 8.8 3.8 39.6 52.8 4.8 1.4 169.2 

R2,R3 平均 63.0 8.0 3.0 39.5 44.5 6.5 1.5 166.0 

R4,R5 平均 73.5 11.0 9.5 56.0 37.0 4.5 2.0 193.5 
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４ 国の動きについて 

国では、平成 19 年 6 月に自殺対策基本法に基づき、政府が推進すべき自殺対

策の指針として自殺総合対策大綱を定めており、概ね 5 年を目途に見直すこと

としています。我が国の自殺の実態を踏まえ、令和 4 年 10 月 14 日に新たな自

殺総合対策大綱が閣議決定されました。また、全国的に子ども・若者の自殺が

増加していることを受け、令和 5 年 6 月に、「こどもの自殺対策緊急強化プラン」

が発出されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


